
１．燃料・潤滑油・冷却水の性状調査結果
1.1　燃料
　図１は性状調査結果に基づく燃料の劣化比率グラ
フを示します。点検・整備履歴が不詳である設備の
A判定比率は29%で、A判定事象は燃料油中のサル

ファ分並びに残炭分がJIS基準値外でした。つまり、
経年劣化というよりも旧JIS規格の古い燃料がその
まま備蓄されていたものと思われます。点検・整備
が実施されていた設備の燃料についてはA判定事象
は確認されていません。

　長期間設置されていた自家発電設備の実態調査結
果概要の６回目（最終回）として、自家発電設備の

燃料・潤滑油・冷却水の劣化比率グラフ及び劣化事
例の一部を掲載します。
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燃料・潤滑油・冷却水の性状調査

1.2　潤滑油

　図２は性状調査結果に基づく潤滑油の劣化比率グ
ラフを示します。点検・整備履歴が不詳である設備
のA判定比率は47%で、A判定事象は動粘度低下並び
に水分含有率が増加し許容値を逸脱したものでした。
　点検・整備が実施されていた設備のA判定比率は

11%で、A判定事象は動粘度低下と金属成分の検出
でした。金属成分が検出された自家発電設備は設置
後６年経過し稼動時間20時間程度の設備であり、そ
の原因は軸受周り等の摺動部の初期馴染みによるも
と推定され、点検結果から内部部品の損傷ではない
と判断されました。

図１　燃料（性状調査）の劣化比率グラフ
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図２　潤滑油（性状調査）の劣化比率グラフ
劣化比率（％）

0 20

4411 45

47 35 18

40 60 80 100

整備不詳
（H23～H25年度）

整備実施
（H25～H26年度） A判定比率（％）

（使用不可）

B判定比率（％）
（清掃・調整要す）

C判定比率（％）
（経年劣化なし）

整備実施の有無

14 内発協ニュース／2017年10月号

07_CW6_A9449D05_経年劣化調査概要.indd   14 2017/10/12   13:23:46



２．燃料・潤滑油・冷却水の調査結果まとめ
2.1　燃料
　性状調査結果により旧JIS規格のものと思われる
燃料が多く確認されています。旧JIS規格の燃料は
硫黄分や残炭分が多く、原動機の稼働時は大気環境
に悪い影響を与えることから現在の規格燃料に交換
することが望まれます。
　また、多くの燃料からスラッジ分や水分も確認さ
れており、燃料こし器の詰まりや燃料配管系内部の
発錆が懸念されますので、定期的にスラッジ及び水
分を排出しておくことが重要です。

2.2　潤滑油

　防災用自家発電設備の潤滑油は、稼働時間が短い
ことから一般に潤滑油を交換せず長期間使用されて
いる事例が数多く見られます。
　その結果として燃焼不良や燃料噴射ポンプを経由
し潤滑油中に燃料が混入することで潤滑油希釈によ
る粘度低下が発生したり、原動機内部の水分が凝縮
水となり潤滑油中に混入したりします。

　これら潤滑油の粘度低下や凝縮水の混入は原動機
に悪影響を与えますので、製造者推奨の潤滑油交換
インターバルに沿って、もしくは性状分析結果によ
り交換することが重要です。

2.3　冷却水

　ラジエータ方式の冷却水は、通常防錆剤入りの不
凍液（ロングライフクーラント等）を混合し使用し
ていますが、防錆剤の防錆効果にも寿命があり、こ
れを超えて使用を継続すると、当然のことながら冷
却水に直接さらされる部品が発錆し腐食に至るリス
クが高くなります。その結果として、これら部品が
破孔し最悪の場合には冷却水が漏洩する可能性があ
ります。また、冷却部への錆や析出物の付着により
放熱が阻害され、原動機がオーバーヒートまたは焼
付きに至る可能性があります。
　このような不具合を未然に防止するためにも、製
造者推奨の交換インターバルに沿って、もしくは性
状分析結果により冷却水を交換することが重要です。

1.3　冷却水

　図３は性状調査結果に基づく冷却水の劣化比率グ
ラフを示します。点検・整備履歴が不詳である設備
のA判定比率は64%で、A判定事象は鉄分が検出さ
れたこととPH値の基準値逸脱でした。点検・整備
が実施されていた設備のA判定比率は29%で、A判
定事象は鉄・鉛分の検出並びに全蒸発残留物の検出

になりますが、当該設備は水道水冷却仕様によるも
ので、検出物は原動機内部の発錆か設備配管内部の
発錆が原因かは確認できていません。水道水冷却の
場合、防錆剤を混入できず発錆の可能性が高くなり
ます。
　代表事例として、写真１及び写真２に冷却水の汚
損状況を示します。

図３　冷却水（性状調査）の劣化比率グラフ
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写真１　冷却水の汚損 写真２　冷却水の汚損（沈殿物有り）
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